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男性研究者が育休を取る理由
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育休取得の理由？

2007年 7月に次男が生まれ，そ
の年の 12月から次男が 1歳になる
翌年 7月まで育児休業を取りまし
た。それ以来，時折，育休を取っ

た理由を尋ねられます。「育児のつ

らさや喜びを体験したいと思って」

とか「専門が発達心理学なので育

児を経験しようと思って」と答え

ると納得されますが，「それほどデ

メリットがないように思えたから」

と答えると多くの人に納得いかな

い顔をされます。男性が育休を取

らない理由として一般に，職場の

理解の問題，収入の減少，研究者

の場合には研究の中断といった

「デメリット」が挙げられることが

多いので，奇妙に思われるようです。

私の場合，妻より私が育休を取

ったほうが妻の仕事が継続でき，

私の研究も減収も何とかなるだろ

うとの甘い見込みで決断しました。

妻の仕事（非常勤職）

妻の仕事は非常勤で，育児休業

の制度を使えません。また，非常

勤の場合，育児に専念することは，

仕事を一度全て断ることになりま

す。復帰後に再度仕事の依頼があ

るかはわかりません。さらに，非

常勤の場合，保育所入所の申請時

に仕事をしていないと入所が難し

いことが多いのです（入所できな

いと働けないのですが……）。そ

のため，妻が長く休むのは（妻の

仕事上）大きなデメリットでした。

収入の減少

男性が育休を取らない理由に減

低学年向けの簡単な英語の本から

読み始め，育休が終わるまでに

200万語くらい読みました。簡単
なものから始めたのは，赤ん坊を

抱っこしたままだと辞書を引けな

いのですが，私のその時の実力で

は辞書なしで読めるのがそのレベ

ルだったからです。育休終了時に

は中学生向けくらいの小説なら何

とか読めるようになりました。育

休を取ったことによる研究へのメ

リットは（英語の）論文を読むス

ピードが上がったことぐらいで，

育休経験が専門の発達心理学に生

かされたという実感は特にありま

せん。ただ，私は発達相談をする

機会があるのですが，そうした時

にお母さんに「半年ほど育休を取

りまして……」という話をすると，

ぐっと距離が縮まり，具体的な困

りごとなどを話してくれるように

なることが何度かありました。

もっと計画的に過ごせば，研究

にも，さらにメリットを生み出せ

たかもしれません。しかし，それ

ほど大変でもなかった気がするの

は，（結局は）家事の多くを妻が担

ってくれたことと子どもがよく飲

み，よく眠るやりやすい子だった

ことによります。育児の状況や困難

は人によって違いますが，特に典

型的でない困難な状況（多くの場

合，困難な状況は典型的ではあり

ません）に対する支援やサービス

はほとんどないのが現実です。育

児が大変かどうかはやってみない

とわからないので，育休を「計画

的」に過ごそうと考えること自体

に無理があるのかもしれません。

収が挙げられることがあります。

もちろん，私も収入は減りました。

育休中は給料が出ませんから。し

かし，経済的なデメリットは驚く

ほどのものではありませんでした。

常勤職の場合，育休中の健康保

険料などは免除されますし，月給

（ボーナス含まず）の 50％分は育
児休業給付金が支給されます。ま

た，私の場合，育休を取った次年

度に子どもを保育園に入れたので，

その年の保育料がかなり安くなり

ました（保育料は前年度の世帯年

収を基準に決まるので）。こうし

たことを合わせると減収の 5，6割
はカバーできたように思います。

研究の中断

育休中は大学の授業や会議がな

いので，論文を読んだり，書いた

りする時間が取れるのではないか

という幻想をいだいていました

が，全くの間違いでした。机に何

時間も向かうような作業はほとん

どできませんでした。専門書や論

文を読もうとしても，いきなり赤

ん坊が目を覚まして泣き出し，ミ

ルクを飲ませたり，おむつを替え

終わった時にはどこまで読んだか

さえ忘れていました。

しかし，育児以外何もできない

わけではなく，コマ切れの時間は

結構ありました。男性の場合，出

産や授乳による肉体的負担はない

ので，内容を忘れても構わない本

を読むといった，結果を求めない

作業であれば可能です。私は英語

が苦手だったので（今でもです

が），育休に入ってから，小学校


